
子どもたちの安全・安心のために

｢交通安全教室」のご提案

交通事故のない

安全で安心な地域社会の

実現を目指して

公益財団法人

小丸交通財団
私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。



交通安全教室の目的

交通事故のない安全・安心な地域交通社会の実現を目指し、

さまざまな交通安全活動を行っています。

その活動の一つとして、全国の小・中・高等学校で体験型の

「交通安全教室」を開催しています。交通安全教室を通じて、

子どもたちが交通ルールや車の危険性を学ぶことで「交通安全」

の大切さを知り、交通事故の削減に繋がればと考えております。

当財団は「交通事故防止」を目的とした公益財団法人です

子どもたちを交通事故から守ります！

公益財団法人小丸交通財団



全国各地の小学校を中心とした交通安全教室を開催し、トラックの特性・危険性を
体験してもらい、交通事故防止を呼びかけています。

公益財団法人小丸交通財団

交通安全教室 開催実績

交通安全教室

年度 2023 2022 2021 2020 2019 2018 2017 2016 2015 2014 2013

開催数 55回 33回 13回 9回 13回 15回 6回 3回 6回 1回 1回

参加人数 10,347名 6,071名 1,754名 1,475名 3,995名 2,861名 1,078名 432名 942名 153名 219名



交通安全教室（屋外）

🔷 実施項目①

大型トラックや中型トラックのドライバーから見えない位置

「死角」を体験してもらいます。

運転席からトラックのすぐ前が見えにくいなど、頭では分かっていることも、
実際に体験することで子どもたちの記憶に強く残ります。

公益財団法人小丸交通財団

死角体験



🔷 実施項目②

大型トラックによる

・内輪差による巻き込みの危険性

・オーバーハングによる接触の危険 について知ってもらいます。

交差点におかれた人形を後輪で巻き込みながら進みます。子どもたちには少し刺激的です
が、内輪差の危険性が強く印象づけられます。
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内輪差・オーバーハング体験



🔷 実施項目③

運転手が危険に気づいたときから実際に車（トラック、乗用車、バイク等）が
止まるまでの距離（停止距離）を子どもたちに分かりやすく伝えます。

“車は急に止まれません”を理解してもらいます。

公益財団法人小丸交通財団

車の停止距離



🔷 実施項目④

公益財団法人小丸交通財団

トラックへの乗車体験



公益財団法人小丸交通財団

交通安全教室（屋内）

🔷 実施項目①

ドライブレコーダーの映像を使用して、ディスカッション形式で危険予測に
ついて学習していただきます。

ドライブレコーダーによる危険予測



見通しの悪い交差点での事故①

公益財団法人小丸交通財団

ドライブレコーダー映像①



公益財団法人小丸交通財団

ドライブレコーダー映像②

見通しの悪い交差点での事故②



公益財団法人小丸交通財団

ドライブレコーダー映像③

交差点での巻き込み事故



自転車シュミレーターを使用して、安全に自転車に乗るための必要なルール
やマナーを理解していただき、交通安全に対する意識の向上を図ります。

公益財団法人小丸交通財団

🔷 実施項目②

自転車シミュレータによる走行体験



公益財団法人小丸交通財団

報道記事



私ども小丸交通財団は、子どもたちを交通事故から守る

ため、交通安全教室を通じてお役に立ちたいと考えており

ます。

公益財団法人小丸交通財団
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